
【表紙】

【提出書類】 四半期報告書

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の７第１項

【提出先】 関東財務局長

【提出日】 平成20年８月14日 

【四半期会計期間】 第75期第１四半期（自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日）

【会社名】 横浜魚類株式会社

【英訳名】 YOKOHAMA GYORUI CO., LTD.

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長　石井　良輔

【本店の所在の場所】 横浜市神奈川区山内町１番地

【電話番号】 ０４５（４５９）３８００

【事務連絡者氏名】 管理部部長兼経理課課長　塚本　秋宏

【最寄りの連絡場所】 横浜市神奈川区山内町１番地

【電話番号】 ０４５（４５９）３８００

【事務連絡者氏名】 管理部部長兼経理課課長　塚本　秋宏

【縦覧に供する場所】 株式会社ジャスダック証券取引所

（東京都中央区日本橋茅場町一丁目４番９号）

EDINET提出書類

横浜魚類株式会社(E02806)

四半期報告書

 1/20



第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第75期
第１四半期
累計(会計)期間

第74期

会計期間

自平成20年
４月１日
至平成20年
６月30日

自平成19年
４月１日
至平成20年
３月31日

売上高（千円） 8,621,483 37,196,753

経常利益（千円） 25,624 53,041

四半期（当期）純利益（千円） 26,964 80,646

持分法を適用した場合の投資利益

（千円）
△4,597 －

資本金（千円） 829,100 829,100

発行済株式総数（千株） 6,290 6,290

純資産額（千円） 1,840,928 1,784,514

総資産額（千円） 5,862,748 5,410,910

１株当たり純資産額（円） 293.62 284.62

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
4.30 12.86

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ －

１株当たり配当額（円） － 4.00

自己資本比率（％） 31.4 33.0

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△311,603 －

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
5,197 －

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
176,623 －

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
380,726 －

従業員数（人） 100 94

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移につ

いては記載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており
ません。

４．当第１四半期会計期間から連結財務諸表を作成してないため、第74期のキャッシュ・フロー数値を記載して
おりません。
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２【事業の内容】

当第１四半期会計期間において、当社及び当社の関係会社（子会社１社、関連会社２社で構成）が営む事業の内容

について、重要な変更はありません。

　なお、主要な関係会社の異動は次のとおりであります。

＜水産物卸売業＞

当社は、横浜市中央卸売市場において、関連会社川崎魚市場株式会社は、川崎市中央卸売市場において、卸売業を

行っております。株式会社横浜食品サービスは、主として水産物関連商品の卸売業を行っております。

＜水産物加工業＞

主な事業内容及び主要な関係会社の異動はありません。

３【関係会社の状況】

当第１四半期会計期間において、子会社であったサカエ食品株式会社は、当社が所有する株式を全て譲渡したた

め、関係会社ではなくなりました。

４【従業員の状況】

提出会社の状況

　 平成20年６月30日現在

従業員数（人） 100 [31]　

　（注）従業員は就業人員であり、臨時員数は［　］内に当第１四半期会計期間の平均人員を外数で記載しております。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産及び受注実績

該当事項はありません。

(2）販売実績

 
当第１四半期会計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

　受託商品（千円） 3,370,872

買付商品（千円） 5,250,610

　合計（千円） 8,621,483

(3）仕入実績

 
当第１四半期会計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

　受託商品（千円） 3,185,468

買付商品（千円） 5,383,257

　合計（千円） 8,568,725
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２【経営上の重要な契約等】

該当事項はありません。

３【財政状態及び経営成績の分析】

　

(1）業績の状況

当第１四半期におけるわが国経済は、原油高騰による諸物価の値上りがある一方で個人所得が増加しないため、

企業業績並びに個人消費は停滞し、景気に不透明感が強まっております。

  水産物流通業界におきましては、個人所得の伸び悩みに加え、水産物に対する全世界的な需要増による水産物の

値上り等により、水産物に対する消費が低迷し、厳しい状況が継続いたしました。

  このような情況におきまして、当社は顧客ニーズに応じた商品提供に努めましたが、主として販売数量の減少に

より、売上高は8,621百万円と減収になりました。部門別には、受託商品売上高3,370百万円、買付商品売上高5,250百

万円といずれも減収となりました。

  損益につきましては、売上高減少による売上総利益の減少に加え、運賃等諸経費の増加により、営業損益は36百

万円の損失となりました。営業外損益で受取配当金が約35百万円増加したことにより、経常利益は25百万円と減益

になりましたが、税負担の減少により四半期純利益は26百万円と増益になりました。

(2）キャッシュ・フローの状況　

　当第１四半期における現金及び現金同等物（以下資金という）は、営業活動によるキャッシュ・フローは支出

超過となりましたが、投資活動によるキャッシュ・フロー及び財務活動によるキャッシュ・フローが収入超過と

なったことにより、前事業年度末に比べ129百万円減少して380百万円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

  税引前四半期純利益は25百万円となりましたが、棚卸資産の増加369百万円等により、311百万円の支出超過に

なりました。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

  関係会社株式の売却等により5百万円の収入超過になりました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　短期借入金の増加等により176百万円の収入超過になりました。

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期会計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

(4）研究開発活動

該当事項はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第１四半期会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

(2）設備の新設、除却等の計画

当第１四半期会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 14,840,000

計 14,840,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成20年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成20年８月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 6,290,000 6,290,000 ジャスダック証券取引所 ―

計 6,290,000 6,290,000 ― ―

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

（３）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額
（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成20年４月１日～
平成20年６月30日 － 6,290,000 － 829,100 － 648,925

（５）【大株主の状況】

大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりま

せん。
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（６）【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成20年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

①【発行済株式】

　 平成20年6月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 20,000 － －

完全議決権株式（その他）  普通株式 6,216,000 6,216 －

単元未満株式 普通株式 54,000 － －

発行済株式総数 　    6,290,000 － －

総株主の議決権 － 6,216 －

②【自己株式等】

　

　 平成20年6月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

横浜魚類株式会社
横浜市神奈川区山内

町１番地
20,000 － 20,000 0.3

計 － 20,000 － 20,000 0.3

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成20年
４月

５月 ６月

最高（円） 410 410 399

最低（円） 371 380 375

　（注）最高・最低株価は、ジャスダック証券取引所におけるものであります。

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号。以下「四半期財務諸表等規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、四半期財務諸表は、「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平

成20年８月７日内閣府令第50号）附則第６条第１項第５号ただし書きにより、改正後の四半期財務諸表等規則を適

用しています。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第１四半期累計期間（平成20年４月１日から平成20

年６月30日まで）に係る四半期財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けておりま

す。

　なお、新日本有限責任監査法人は、監査法人の種類の変更により、平成20年７月１日をもって新日本監査法人より名

称変更しております。

３．四半期連結財務諸表について

四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則（平成19年内閣府令第64号）第５条第２項により、当

社では、子会社の資産、売上高等から見て、当企業集団の財政状態及び経営成績に関する合理的な判断を妨げない程

度に重要性が乏しいものとして、四半期連結財務諸表は作成しておりません。

なお、資産基準、売上高基準、利益基準及び利益剰余金基準による割合は次のとおりであります。

資産基準　　　　1.45％

売上高基準　　　1.39％

利益基準　　　　0.96％

利益剰余金基準　0.99％
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１【四半期財務諸表】
（１）【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

当第１四半期会計期間末
(平成20年６月30日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成20年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 380,726 510,509

受取手形及び売掛金 2,375,862 2,240,408

商品 1,371,141 1,002,022

前払費用 6,876 7,292

繰延税金資産 57,322 56,021

その他 59,157 14,437

貸倒引当金 △266,559 △265,367

流動資産合計 3,984,528 3,565,324

固定資産

有形固定資産 742,378 741,957

無形固定資産 2,601 2,623

投資その他の資産 1,133,240 1,101,004

固定資産合計 1,878,220 1,845,585

資産合計 5,862,748 5,410,910

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,424,134 1,220,218

短期借入金 1,555,000 1,335,000

1年内返済予定の長期借入金 78,590 96,890

未払法人税等 2,531 6,622

賞与引当金 21,800 12,260

その他 183,151 192,556

流動負債合計 3,265,206 2,863,547

固定負債

長期借入金 33,815 33,815

退職給付引当金 641,973 648,208

役員退職慰労引当金 15,375 15,375

長期預り保証金 65,450 65,450

固定負債合計 756,613 762,848

負債合計 4,021,820 3,626,396
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（単位：千円）

当第１四半期会計期間末
(平成20年６月30日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成20年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 829,100 829,100

資本剰余金 648,925 648,925

利益剰余金 386,588 384,703

自己株式 △8,206 △8,206

株主資本合計 1,856,406 1,854,521

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △15,477 △70,007

評価・換算差額等合計 △15,477 △70,007

純資産合計 1,840,928 1,784,514

負債純資産合計 5,862,748 5,410,910
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（２）【四半期損益計算書】
【第１四半期累計期間】

（単位：千円）

当第１四半期累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年６月30日)

売上高 8,621,483

売上原価 8,199,605

売上総利益 421,877

販売費及び一般管理費

売上高割市場使用料 20,529

出荷奨励金 9,553

完納奨励金 23,460

運賃及び荷造費 62,845

保管費 42,946

役員報酬 9,984

従業員給料及び手当 156,504

賞与引当金繰入額 9,540

退職給付費用 11,527

福利厚生費 33,509

賃借料 15,943

租税公課 3,947

減価償却費 6,634

貸倒引当金繰入額 909

その他の経費 50,181

販売費及び一般管理費合計 458,017

営業利益 △36,139

営業外収益

受取利息 559

受取配当金 58,820

受取賃貸料 15,900

雑収入 1,109

営業外収益合計 76,389

営業外費用

支払利息 5,934

賃貸費用 8,690

雑損失 0

営業外費用合計 14,624

経常利益 25,624

特別利益

関係会社株式売却益 1,955

特別利益合計 1,955

特別損失

固定資産除却損 1,942

特別損失合計 1,942

税引前四半期純利益 25,637
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（単位：千円）

当第１四半期累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年６月30日)

法人税、住民税及び事業税 1,010

法人税等調整額 △2,336

法人税等合計 △1,326

四半期純利益 26,964
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（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第１四半期累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 25,637

減価償却費 13,556

退職給付引当金の増減額（△は減少） △6,235

賞与引当金の増減額（△は減少） 9,540

貸倒引当金の増減額（△は減少） 909

受取利息及び受取配当金 △59,379

支払利息 5,934

固定資産除却損 1,942

関係会社株式売却損益（△は益） △1,955

売上債権の増減額（△は増加） △135,454

破産更生債権等の増減額（△は増加） △35

たな卸資産の増減額（△は増加） △369,119

仕入債務の増減額（△は減少） 203,916

未払金の増減額（△は減少） 10,882

未払消費税等の増減額（△は減少） △15,901

その他の流動資産の増減額（△は増加） △44,725

その他の流動負債の増減額（△は減少） △3,315

小計 △363,805

利息及び配当金の受取額 59,384

利息の支払額 △4,293

法人税等の支払額 △2,889

営業活動によるキャッシュ・フロー △311,603

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △20,042

投資有価証券の取得による支出 △2,400

関係会社株式の売却による収入 26,000

短期貸付金の増減額（△は増加） △362

長期貸付金の回収による収入 1,842

その他 160

投資活動によるキャッシュ・フロー 5,197

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 220,000

長期借入金の返済による支出 △18,300

配当金の支払額 △25,076

財務活動によるキャッシュ・フロー 176,623

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △129,782

現金及び現金同等物の期首残高 510,509

現金及び現金同等物の四半期末残高 380,726
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【四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第１四半期会計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

会計処理基準に関する事項の

変更

　たな卸資産の評価基準及び評価方法の変更

　たな卸資産については、「棚卸資産の評価に

関する会計基準」（企業会計基準委員会平成

18年７月５日企業会計基準第９号）を当第１

四半期会計期間から適用し、評価基準につい

ては低価法から原価法（収益性低下による簿

価切下げの方法）に変更しております。

　これによる損益に与える影響はありません。

【簡便な会計処理】

　
当第１四半期会計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

１．棚卸資産の評価方法 　当第１四半期会計期間末の棚卸高の算出に

関しては、実地棚卸を省略し、前事業年度末の

実地棚卸高を基礎として合理的な方法により

算定する方法によっております。

２．繰延税金資産及び繰延税

金負債の算定方法

　　繰延税金資産の回収可能性の判断に関して

は、前事業年度末以降に経営環境等、かつ、一

時差異等の発生状況に著しい変化がないと認

められるので、前事業年度において使用した

将来の業績予想やタックス・プランニングを

利用する方法によっております。

【四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

該当事項はありません。
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【追加情報】

当第１四半期会計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

（有形固定資産の耐用年数の変更）

　法人税法の改正に伴い、当第１四半期会計期間より、有形

固定資産の耐用年数を見直した結果、機械及び装置の耐用

年数を変更しております。

これによる損益に与える影響は、軽微であります。
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【注記事項】

（四半期貸借対照表関係）

当第１四半期会計期間末
（平成20年６月30日）

前事業年度末
（平成20年３月31日）

※１　有形固定資産の減価償却累計額は、1,156,305千円で

あります。

※１　有形固定資産の減価償却累計額は、1,155,977千円で

あります。

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

当第１四半期累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照

表に掲記されている科目の金額との関係

（平成20年６月30日現在）

現金及び預金勘定      380,726千円

現金及び現金同等物 380,726

（株主資本等関係）

当第１四半期会計期間末（平成20年６月30日）及び当第１四半期累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年

６月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

普通株式  6,290,000株

２．自己株式の種類及び株式数

普通株式  20,257株

３．新株予約権等に関する事項

　該当事項はありません。

４．配当に関する事項

　配当金支払額

（決議）

株式の種類
配当金の総額

（千円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成20年６月27日

定時株主総会
普通株式 25,078 4.0  平成20年３月31日  平成20年６月30日

利益剰余

金

（持分法損益等）

 
当第１四半期累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

関連会社に対する投資の金額（千円） 179,380

持分法を適用した場合の投資の金額（千円） 902,026

持分法を適用した場合の投資利益の金額（千円） △4,597
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第１四半期会計期間末
（平成20年６月30日）

前事業年度末
（平成20年３月31日）

１株当たり純資産額 293円62銭 １株当たり純資産額 284円62銭

２．１株当たり四半期純利益金額等

当第１四半期累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 4円30銭

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
当第１四半期累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

四半期純利益（千円） 26,964

普通株主に帰属しない金額（千円） －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 26,964

期中平均株式数（株） 6,269,743

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成20年８月13日

横浜魚類株式会社

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 田口　茂雄　　印

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 前田　隆夫　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている横浜魚類株式会社の

平成20年４月１日から平成21年３月31日までの第75期事業年度の第１四半期累計期間（平成20年４月１日から平成20年６

月30日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フロー計算

書について四半期レビューを行った。この四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から

四半期財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期財務諸表の作成基準に準拠して、横浜魚類株式会社の平成20年６月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了す

る第１四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重

要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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